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『肝（ちむ）-沖縄・コザの登川誠仁-』 
金子亜矢子・写真 藤田正・文 

マーブルトロン 

請求記号：Ｌ７６８ノ 

所蔵館：中央館・石川館 
映画『ナビィの恋』で人気を集めた沖縄島唄

界のゴッドファーザー、登川誠仁。コザの街

を背景におくる、フォト＆ストーリーブック。 

『島唄-オキナワ・ラプソディ登川誠仁伝-』 
森田純一・著 
荒地出版社 

請求記号：Ｌ７６８ノ 

所蔵館：中央館・石川館・勝連館 
尼崎に生まれた「セー小」は、幼くして母

親の実家である沖縄・石川（現うるま市）へ

やってきた。ある日「毛遊び」を覗き見て…。

１１歳で「カチャーシー」を弾きこなすまで

になった彼は、やがて戦後の沖縄歌謡を築き

上げることになる。 

三味線に魅せられ、島唄と共に生きる「登

川誠仁」の伝記。 

ＣＤ『ハウリング・ウルフ』 
登川誠仁・演奏 

オーマガトキ 

請求記号：Ａ３６２ 

所蔵館：石川館 
 メイン・プロデューサーに照屋林助をむか

え、１２曲を収録。泡盛とタバコを傍らにリ

ラックスモードで録られた楽曲と、曲の間の

ＭＣ（登川誠仁と照屋林助のゆんたく）が楽

しいアルバム。 

琉球民謡の最高峰だから出来た、オキナワ・

ストリート・ミュージック大全。 


